
１
．
変
更
内
容

「
平
成
２
３
年
度
」
の
通
学
区
域
割
に
つ

い
て
、
守
口
支
援
学
校
高
等
部
は
、
現
在
の

「
守
口
市
、
門
真
市
」
か
ら
「
守
口
市
、
門

真
市
の
守
口
支
援
学
校
中
学
部
か
ら
の
進
学

者
」
に
変
更
し
、
寝
屋
川
支
援
学
校
高
等
部

は
、
現
在
の
「
寝
屋
川
市
、
四
條
畷
市
の
平

成
２
２
年
度
支
援
学
校
高
等
部
２
・
３
年
生
」

か
ら
「
寝
屋
川
市
、
四
條
畷
市
の
平
成
２
３

年
度
支
援
学
校
高
等
部
３
年
生
、
門
真
市
の

中
学
校
か
ら
の
進
学
者
」
に
変
更
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。

２
．
寝
屋
川
支
援
学
校
に
校
区
を
追
加
す

る
理
由

府
教
委
に
よ
れ
ば
、
守
口
支
援
学
校
の
在

籍
数
調
整
の
前
提
に
立
ち
、
四
條
畷
校
に
つ

い
て
は
「
在
籍
数
１
３
２
名
で
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
が
、
平
成
２
４
年
度
に
は
２
３
０
名

を
予
想
し
て
い
る
。
全
学
年
が
増
加
す
れ
ば

対
応
で
き
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。
対
応
で

き
な
い
理
由
と
し
て
、
四
條
畷
校
は
新
校
開

校
ま
で
の
学
校
で
あ
り
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
置
、
校
舎
増
築
を
考
え
て
い
な
い
こ
と
、

ま
た
、
生
徒
の
給
食
数
に
つ
い
て
も
２
３
０

食
程
度
を
最
大
数
と
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど

を
理
由
に
あ
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
寝
屋
川
支

援
学
校
に
つ
い
て
は
四
條
畷
校
の
設
置
に
伴

い
、
「
１
２
教
室
が
空
い
た
。
在
籍
数
３
１

１
名
は
適
正
規
模
よ
り
多
い
が
、
新
校
開
校

ま
で
は
、
北
河
内
全
体
で
考
え
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

３
．
今
回
の
変
更
に
お
け
る
問
題
点

（
１
）
在
籍
数
調
整
の
た
め
の
通
学
区
域
割

本
来
、
通
学
区
域
割
り
と
は
、
児
童
生
徒

の
居
住
す
る
地
域
と
学
校
の
障
害
種
別
お
よ

び
学
校
へ
の
通
学
時
間
な
ど
を
考
慮
し
て
適

切
に
決
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
府

教
委
も
「
基
本
は
（
通
学
区
域
を
）
変
え
な

い
こ
と
が
良
い
と
認
識
し
て
い
る
」
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
、
地
域
に

よ
っ
て
は
度
重
な
る
変
更
が
実
施
さ
れ
る
な

ど
、
小
・
中
学
校
や
高
校
で
は
お
よ
そ
考
え

ら
れ
な
い
実
態
が
府
立
障
害
児
学
校
に
は
存

在
し
ま
す
。
適
正
規
模
の
障
害
児
学
校
が
適

正
配
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
根
本
的
問
題

で
あ
り
、
在
籍
数
の
調
整
が
通
学
区
域
割
の

変
更
に
お
け
る
最
大
の
理
由
と
な
っ
て
お
り
、

子
ど
も
不
在
の
変
更
と
言
え
ま
す
。

（
２
）
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
と
自
校
調
理

給
食
を
見
送
っ
た
府
教
委
の
責
任
は
重
大

４
月
に
設
置
さ
れ
た
「
分
校
」
に
つ
い
て
、

当
初
の
計
画
で
は
府
教
委
自
ら
が
「
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
を
設
置
し
、
自
校
調
理
に
よ
る
給

食
を
実
施
す
る
」
と
明
言
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
府
教
委
は
突
如
そ
の
方
針
を
転
換

し
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
設
置
せ
ず
、
給
食

は
四
條
畷
市
の
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
を

受
け
る
方
向
に
転
換
し
ま
し
た
。
通
学
区
域

割
の
調
整
で
「
四
條
畷
校
が
対
応
で
き
な
い
」

状
況
は
府
教
委
が
つ
く
り
出
し
た
も
の
で
あ

り
、
四
條
畷
校
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
と
自
校

調
理
の
条
件
が
整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
、
大
規

模
校
化
の
問
題
は
あ
る
に
せ
よ
、
現
在
学
ん

で
い
る
生
徒
に
と
っ
て
も
教
育
条
件
が
前
進

し
、
し
か
も
通
学
区
域
割
の
調
整
も
選
択
肢

が
増
え
て
い
た
の
で
す
。

４
．
根
本
的
問
題

府
教
委
が
２
０
０
９
年
４
月
に
作
成
し
た

「
教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
は
、
「
一
部

の
知
的
障
害
養
護
学
校
で
は
、
在
籍
児
童
・

生
徒
数
が
２
０
０
人
を
超
え
る
状
況
（
平
成

４
年
１
２
月
府
学
校
教
育
審
議
会
答
申
に
お

け
る
適
正
規
模
は
１
５
０
～
２
０
０
人
）
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
解
消
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

府
教
委
は
自
ら
策
定
し
た
「
教
育
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
明
記
し
た
課
題
解
消
の
た
め
の

方
策
を
怠
り
、
特
別
教
室
の
普
通
教
室
へ
の

転
用
、
校
舎
の
増
築
な
ど
を
お
こ
な
い
、
障

害
児
学
校
の
「
過
大
・
過
密
」
状
況
を
よ
り

深
刻
に
し
ま
し
た
。
守
口
支
援
学
校
の
「
過

密
」
状
況
の
解
消
に
は
、
「
守
口
・
門
真
」

地
域
に
新
た
な
学
校
が
必
要
な
こ
と
は
指
摘

す
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
寝
屋
川

支
援
学
校
の
「
過
大
・
過
密
」
解
消
、
高
等

部
進
学
と
同
時
に
寝
屋
川
支
援
学
校
か
ら
肢

体
不
自
由
校
の
東
大
阪
支
援
学
校
へ
の
進
学

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
大
東
市
の
問
題
解
消
も

必
要
で
す
。
そ
の
上
、
府
障
教
の
試
算
に
よ

れ
ば
、
枚
方
市
に
新
校
が
開
校
さ
れ
る
２
０

１
５
年
に
は
、
枚
方
市
在
住
の
知
的
障
害
の

児
童
生
徒
だ
け
で
２
８
０
人
か
ら
３
０
０
人

近
く
に
な
り
、
北
河
内
全
体
で
８
９
０
名
か

ら
９
０
０
名
と
な
り
ま
す
。
四
條
畷
校
の
存

続
も
視
野
に
入
れ
る
と
と
も
に
、
障
害
児
学

校
の
抜
本
的
増
設
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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大
阪
府
教
育
委
員
会
は
、
「
守
口
支
援
学
校
の
狭
隘
化
対
策
と
し
て
、
生
徒
数
が
急
増
す
る
高

等
部
に
つ
い
て
、
平
成
２
３
年
度
高
等
部
入
学
者
の
校
区
を
変
更
し
、
守
口
支
援
学
校
の
在
籍
者

数
を
調
整
す
る
」
と
し
て
、
通
学
区
域
割
の
変
更
を
関
係
す
る
保
護
者
な
ど
に
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
今
回
の
通
学
区
域
割
の
変
更
内
容
と
問
題
点
な
ど
を
指
摘
し
ま
す
。

府
障
教
ニ
ュ
ー
ス
号
外


